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２
０
２
３
年
７
月
、
東
京
で
新
た
な
七
夕
伝
説
が
始
ま
る―

―

。

　
韓
国
で
さ
ま
ざ
ま
演
劇
公
演
を
企
画
制
作
し
て
き
た
一
人
の
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
の
発
案
で
始
ま
っ
た
、
韓
国
と
日
本
の
演
劇
人
た
ち
に

よ
る
共
同
創
作
演
劇 「
そ
こ
に
在
る
は
ず
の
貴
方
に
〜
空
の
川
を
越

え
て
〜 

」。 

七
夕
伝
説
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
こ
の
作
品
は
２
０
２
２

年
に
企
画
さ
れ
、
賛
同
し
た
日
韓
の
演
劇
人
た
ち
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で

ま
だ
両
国
を
行
き
来
で
き
な
い
中
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
打
ち
合
わ
せ
を

重
ね
な
が
ら
実
現
し
た
も
の
だ
。
会
え
な
い
も
ど
か
し
さ
や
紆
余
曲

折
を
経
た
末
に
、
こ
の
７
月
７
日
、
七
夕
の
ま
さ
に
そ
の
日
に
、
東

京
で
初
め
て
の
公
演
が
幕
を
開
け
る
。

　
こ
こ
に
至
る
ま
で
の
長
い
道
の
り
に
は
、
演
劇
活
動
を
通
し
て
日

本
と
韓
国
の
架
け
橋
と
な
り
た
い
と
願
う
若
い
演
劇
人
た
ち
の
、
熱

い
思
い
が
あ
っ
た
。
韓
国
と
日
本
、
両
国
で
誰
も
が
知
る
七
夕
の
ロ

マ
ン
チ
ッ
ク
な
物
語
を
今
の
日
韓
関
係
に
な
ぞ
ら
え
、
言
葉
の
違
い

や
文
化
の
違
い
を
乗
り
越
え
て
、
互
い
を
知
る
、
互
い
を
認
め
合
う

と
い
う
プ
ロ
セ
ス
の
大
切
さ
を
彼
ら
は
教
え
て
く
れ
る
。

　
多
様
な
視
点
で
作
り
上
げ
ら
れ
た
、
新
た
な
伝
説
の
世
界
を
ぜ
ひ

劇
場
で
堪
能
し
て
ほ
し
い
。
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日
本
の
皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
韓
国
の
演
劇

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
、
ホ
ン
・
ミ
ン
ジ
ン
で
す
。 

　

私
は
こ
れ
ま
で
国
際
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
高

い
関
心
を
持
っ
て
き
ま
し
た
。
近
く
て
遠
い
国
と

い
わ
れ
る
韓
国
と
日
本
で
す
が
、
そ
こ
に
は
共
通

す
る
文
化
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
素
材
に
し
て
、

両
国
が
少
し
ず
つ
違
う
視
点
で
、
観
客
と
共
に
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
構
築
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
だ
ろ
う
か
。
今
回
、
私
は
そ
ん
な
作
業
に
挑
戦

し
て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
「 

２
０
２
３
烏
鵲
橋
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
韓
国

と
日
本
の
若
い
芸
術
家
た
ち
が
出
会
い
、
互
い
の

文
化
に
つ
い
て
学
び
、
演
劇
ー
芸
術
活
動
を
通
し

て
両
国
の
間
に
橋
を
架
け
よ
う
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
す
。
韓
国
と
日
本
の
演
劇
人
が
、
こ
れ
ま

で
で
き
な
か
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
試
み
に
挑
戦
し
た

り
、
た
と
え
流
暢
で
は
な
く
て
も
暖
か
く
親
し
み

を
込
め
て
語
り
合
い
、
互
い
に
行
き
来
で
き
る
よ

う
に
な
れ
た
ら
と
い
う
思
い
を
込
め
て
、
今
回
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
始
め
ま
し
た
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
韓
国
と
日
本
の
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
、
演
出
家
、
創
作
陣
、
技
術
ス
タ
ッ

フ
、
俳
優
た
ち
が
オ
ン
・
オ
フ
ラ
イ
ン
を
活
用
し

て
、
両
国
そ
れ
ぞ
れ
、
あ
る
い
は
一
緒
に
作
り
上

げ
る
共
同
創
作
活
動
で
す
。
両
国
で
よ
く
知
ら
れ

て
い
る
「
牽
牛
と
織
女
（ 

七
夕 

）」
を
一
味
違
う

視
線
で
、
昔
話
と
は
異
な
る
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
っ

て
、
現
代
の
観
客
に
出
会
お
う
と
い
う
試
み
で
す
。

　

韓
国
と
日
本
は
似
て
い
る
よ
う
で
、
実
は
か
な

り
異
な
る
文
化
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

両
国
の
演
劇
人
た
ち
が
平
凡
な
個
人
と
し
て
、

そ
し
て
芸
術
家
と
し
て
出
会
い
、
思
い
の
た
け
を 

時
に
は
熱
く
ぶ
つ
け
合
い
な
が
ら
、
理
解
し
合
お

う
と
も
が
く
中
で
、
文
化
と
芸
術
の
力
を
強
く
感

じ
ま
し
た
。 

芸
術
に
は
世
界
を
違
っ
た
目
で
見
る

力
が
あ
り
ま
す
。
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め

な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
近
く
て
遠
い

国
の
日
本
の
友
達
に
つ
い
て
知
り
、
韓
国
人
で
あ

る
私
た
ち
に
つ
い
て
も
、
ま
た
新
た
な
発
見
が
あ

り
ま
し
た
。
違
い
を
知
り
、
同
じ
で
あ
る
こ
と
を

理
解
す
る
と
き
、
私
た
ち
は
ま
た
別
の
芸
術
世
界

を
作
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

日
本
の
観
客
の
皆
さ
ん
が
私
た
ち
の
牽
牛
と
織

女
、
そ
し
て
カ
サ
サ
ギ
と
カ
ラ
ス
に
出
会
い
、
幸

せ
な
時
を
一
緒
に
過
ご
し
て
く
だ
さ
る
こ
と
を
願

っ
て
い
ま
す
。 

そ
し
て
両
国
の
芸
術
家
た
ち
が
今

後
も
新
た
な
出
会
い
を
通
し
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

満
ち
た
さ
ら
な
る
創
作
活
動
を
進
め
て
い
く
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。 

　

国
際
交
流
初
心
者
の
一
韓
国
人
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ

ー
が
始
め
た
無
謀
過
ぎ
る
企
画
に
、
快
く
応
じ
て

く
だ
さ
っ
た
演
出
家
の SAKATAN

I H
itoshi

さ
ん
を
は
じ
め
と
す
る
「
２
０
２
３
烏
鵲
橋
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
チ
ー
ム
の
す
べ
て
の
メ
ン
バ
ー
に
感

謝
し
、
日
本
で
の
演
劇
交
流
実
現
の
た
め
に
ご
尽

力
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。 

　

こ
の
瞬
間
を
共
有
す
る
す
べ
て
の
皆
さ
ん
が
幸

福
で
あ
り
ま
す
よ
う
、
そ
し
て
い
つ
か
ま
た
皆
さ

ん
と
、
懐
か
し
い
思
い
出
と
と
も
に
、
出
会
え
ま

す
よ
う
に
。

　

２
０
２
３
年
７
月
七
夕
、
そ
こ
に
在
る
貴
方
に

空
の
川
を
越
え
て
会
い
に
行
き
ま
す
。

　

 

감
사
합
니
다 

韓国と日本
少しちがう視点で
観客とともに

そこに在るはずの貴方に　空の川を越えて

「2023烏鵲橋プロジェクト」

プロデューサー
ホン・ミンジン　



■
ホ
ン
・
ミ
ン
ジ
ン
（
洪
玟
珍
／
홍
민
진
）

演
劇
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
、
劇
団
山
企
画
チ
ー
ム
長
。

２
０
１
３
年
か
ら
劇
団
山
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し

て
活
動
し
な
が
ら
、
劇
団
イ
ル
、
劇
団
テ
ア
ト
ル

春
の
日
、
旌
善
ア
リ
ラ
ン
文
化
財
団
な
ど
と
と
も

に
演
劇
活
動
に
参
加
。
２
０
１
７
年
、
旌
善
ア
リ

ラ
ン
文
化
財
団
と
旌
善
ア
リ
ラ
ン
を
盛
り
込
ん
だ

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
ア
リ
ラ
ン
」
に
制
作
プ
ロ
デ
ュ

ー
サ
ー
と
し
て
参
加
。
２
０
１
９
年
、
韓
日
演
劇

キ
ャ
ン
プ
に
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し
て
参
加
、
国

際
交
流
へ
の
関
心
を
深
め
る
。
２
０
２
０
年
、
韓

日
共
同
創
作
活
動
を
企
画
す
る
も
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
症
蔓
延
に
よ
り
断
念
。
２
０
２
１
年
、
韓
国
江

原
道
旌
善
の
芸
術
家
と
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
・
ア
ル
マ

ト
イ
の
高
麗
人
二
世
の
芸
術
交
流
に
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
と
し
て
参
加
。
２
０
２
２
年
、
韓
日
の
芸
術

家
が
共
同
創
作
を
通
じ
て
互
い
を
理
解
す
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
た
い
と
考
え
「
２
０
２
３

烏
鵲
橋
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
企
画
。 

　
「
２
０
２
３
烏
鵲
橋
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

」
は
近
く

て
遠
い
国
、
韓
国
と
日
本
の
青
年
芸
術
家
が
、
共

通
し
た
文
化
資
源
を
素
材
に
作
品
を
作
っ
て
い
く

共
同
創
作
活
動
で
す
。
韓
国
の
企
画
者
と
製
作
陣
、

日
本
の
演
出
家
と
俳
優
陣
が
素
材
開
発
か
ら
創
作
、

作
品
発
表
に
至
る
ま
で
、
一
連
の
過
程
を
共
に
し
、

芸
術
活
動
に
よ
っ
て
両
国
の
芸
術
現
場
を
つ
な
ぐ

架
け
橋
に
な
ろ
う
と
す
る
試
み
で
す
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
韓
国
と
日
本
に
あ
る

共
通
の
昔
話
の
中
か
ら
「
牽
牛
と
織
女(

七
夕) 

」

を
素
材
に
、
韓
国
と
日
本
の
芸
術
家
が
異
な
る
視

線
で
、
多
様
な
観
点
か
ら
接
近
し
、
一
つ
の
作
品

を
作
っ
て
い
く
共
同
創
作
活
動
な
の
で
す
。

　

昔
話
の
中
の
牽
牛
と
織
女
を
繋
げ
た
の
が
烏
鵲

橋
だ
っ
た
よ
う
に
、
コ
ロ
ナ
や
国
際
情
勢
に
よ
っ

て
沈
滞
し
た
交
流
の
扉
を
、
韓
国
と
日
本
の
青
年

芸
術
家
が
芸
術
活
動
で
開
く
た
め
に
企
画
さ
れ
ま

し
た
。

韓国側演出家
ソ・ウォンジン　

■
ソ
・
ウ
ォ
ン
ジ
ン
（
徐
元
晉
／
서
원
진
）

演
出
家
。
劇
団
山
演
出
部
、
劇
団
美
酔
人
代
表
演

出
、
ソ
ウ
ル
カ
ト
リ
ッ
ク
演
劇
協
会
舞
台
監
督
。

２
０
１
３
年
、
マ
イ
ム
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
「G

re
en T

」
制
作
／
共
同
演
出
（
劇
団
美
酔
人
）。
２

０
１
５
年
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
「
生
活
戦
線
」
制

作
／
共
同
演
出
（
劇
団
美
酔
人
）、
コ
ン
サ
ー
ト

「H
ello? Indie 

」
演
出
。
２
０
１
６
年
、
朗
読

劇
「
あ
な
た
に
私
の
気
持
ち
が
わ
か
る
な
ら
」
演

出
（
劇
団
美
酔
人
）。
演
劇
「 

プ
レ
ゼ
ン
ト
」
演

出
助
手
（ 

劇
団
山
）。
２
０
１
７
年
、
演
劇
「
お

し
ゃ
べ
り
」
演
出
（
劇
団
美
酔
人 

）。
演
劇
「
チ

ャ
ン
ポ
ン
」
演
出
助
手
／
舞
台
監
督
（
劇
団
山
）。

２
０
２
１
年
、
演
劇
「
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
・
ホ
リ

デ
ィ
」
演
出
（
劇
団
美
酔
人
）。
２
０
２
２
年
、

演
劇
「
ル
ー
チ
ェ
の
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
脱
出
大
冒

険
」
演
出
（
国
立
光
州
科
学
館
）
プ
ロ
ギ
ン
グ
シ

ア
タ
ー
「Fall in

月
平
」
演
出
（
劇
団
ア
シ
ン
ア

ー
ト
カ
ン
パ
ニ
ー
）

仲間とサムギョプサル



　

何
か
が
起
き
る
と
き
と
い
う
の
は
大
抵
突
然
だ
。

今
回
の
話
も
知
り
合
い
の
韓
国
人
演
出
家
か
ら
、

「 
日
本
で
公
演
を
や
り
た
い
後
輩
が
い
る
か
ら
連

絡
を
取
り
合
っ
て
み
て
く
れ
」
そ
ん
な
一
文
が
突

然
に
来
た
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
。

　

自
分
は
高
校
時
代
に
ア
メ
リ
カ
に
留
学
し
た
経

験
が
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
は
メ
ル
テ
ィ
ン
グ
ポ
ッ
ト

と
言
わ
れ
る
と
お
り
、
多
く
の
人
種
、
多
く
の
民

族
、
多
国
籍
文
化
を
内
包
し
た
国
家
だ
。
し
か
し
、

み
ん
な
仲
良
く
暮
ら
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

差
別
は
存
在
し
て
い
る
。
有
名
な
所
で
は
黒
人
差

別
が
あ
る
。
最
近
、
ず
い
ぶ
ん
と
話
題
に
な
る
よ

う
に
な
っ
た
ア
ジ
ア
人
差
別
も
当
時
か
ら
し
っ
か

り
と
存
在
し
て
い
た
。
自
分
も
そ
れ
を
経
験
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。

　

正
直
に
言
っ
て
、
差
別
と
い
う
の
は
ど
う
や
っ

て
対
抗
し
た
ら
、
向
き
合
っ
た
ら
よ
い
の
か
当
事

者
に
は
分
か
ら
な
い
。
解
決
方
法
な
ど
な
い
の
で

は
な
い
か
と
思
う
ほ
ど
に
。
し
か
し
、
そ
の
体
験

の
中
で
と
て
も
小
さ
な
光
明
を
見
る
こ
と
は
で
き

た
。
そ
れ
は
共
通
体
験
に
関
し
て
話
を
し
た
と
き
、

お
互
い
の
気
持
ち
が
少
し
だ
け
、
ほ
ん
の
少
し
だ

け
ほ
ど
け
た
と
い
う
経
験
だ
。
勘
違
い
だ
っ
た
の

か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
今
ま
で
と
は
違
う
ペ

ー
ス
で
、
内
容
で
、
感
覚
で
話
は
進
ん
だ
。

　

そ
の
経
験
か
ら
自
分
は
、
相
手
と
何
某
か
の
交

流
を
持
と
う
と
し
た
と
き
、
手
っ
取
り
早
く
壁
を

越
え
る
に
は
共
通
体
験
、
つ
ま
り
一
緒
に
何
か
を

日本側演出家  SAKATANI Hitoshi  

す
れ
ば
良
い
と
思
っ
て
い
る
。
そ
ん
な
自
分
の
所

に
、
共
に
創
作
活
動
を
し
よ
う
と
い
う
話
が
舞
い

込
ん
だ
の
だ
。
断
る
理
由
は
何
一
つ
な
い
。　

　

演
劇
を
や
っ
て
い
る
の
だ
。
だ
か
ら
当
然
、
作

品
は
自
分
た
ち
の
た
め
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
を
観

に
来
て
下
さ
る
観
客
の
皆
様
の
た
め
に
も
創
る
。

し
か
し
、
今
回
は
交
流
を
す
る
機
会
を
得
た
わ
け

だ
。
い
つ
も
と
は
違
う
。
い
つ
も
以
上
に
楽
し
め

そ
う
だ
。

　

共
通
体
験
に
つ
い
て
話
を
す
る
こ
と
、
共
通
の

経
験
を
す
る
こ
と
、
そ
れ
は
お
互
い
を
好
き
に
な

る
と
い
う
こ
と
で
は
け
っ
し
て
な
い
。
そ
れ
は
、

お
互
い
が
同
じ
人
間
で
あ
る
こ
と
を
認
識
す
る
行

為
だ
。
そ
の
認
識
が
作
品
に
ど
ん
な
影
響
を
与
え
、

ど
ん
な
結
果
を
だ
す
の
だ
ろ
う
か
。
期
待
と
不
安

が
入
り
交
じ
っ
た
最
高
の
気
分
だ
。

　

さ
あ
、
扉
を
開
け
よ
う
。
開
け
て
中
に
入
ら
な

け
れ
ば
何
も
得
ら
れ
な
い
の
だ
か
ら
。
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代
表
・
演
出
家
／
劇
作

家
。
２
０
０
０
年
よ
り
東
京
に
て
本
格
的
に
演
劇

活
動
を
始
め
る
。
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
や
フ
ァ
ン
タ
ジ

ー
な
ど
も
描
く
が
、
現
実
世
界
を
モ
チ
ー
フ
に
リ

ア
ル
な
世
界
を
描
く
こ
と
に
定
評
が
あ
る
。
代
表

作
に
は
、
発
掘
調
査
関
係
者
の
葛
藤
を
テ
ー
マ
と

し
た
「relic

」、Ａ
Ｖ
女
優
が
結
婚
し
よ
う
と
す
る

姿
を
描
い
た
「
彼
女
の
裏
側
は
何
色 

」、
東
京
新

宿
を
舞
台
に
し
た
意
味
の
無
い
夢
を
通
し
て
人
々

が
死
と
向
き
合
う
姿
を
描
い
た
「G

et a Life

」

な
ど
が
あ
る
。
通
常
の
東
京
都
内
に
お
け
る
演
劇

活
動
と
は
別
に
、
２
０
１
７
年　

月
に
韓
国
春
川

に
て
、
現
地
の
創
作
集
団Choc.24

に
招
聘
さ
れ

現
地
俳
優
陣
と
台
本
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
を
行
う
。
翌
年
もChoc.24

に
招
か
れ
、

韓
国
春
川
に
て
韓
国
の
演
出
家
た
ち
と
韓
国
の
俳

優
の
た
め
の
演
劇
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
う
。
２

０
１
９
年　

月
、
韓
国
春
川
に
て
翰
林
大
学
日
本

学
研
究
所
主
幹
、
２
０
１
９
全
国
人
文
週
間
事
前

事
業
、KT&

G

サ
ン
サ
ン
マ
ダ
ン
春
川
製
作
支
援

事
業ART IN

  SAN
G
SAN

G
M
AD

AN
G

に
招

聘
さ
れ
、
演
技
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
し
た
。

ま
た
、「 

ポ
ス
ト
帝
国
主
義 

」
を
テ
ー
マ
に
し
た

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
参
加
、
演

劇
公
演
に
お
い
て
『
６
月　

日
』
を
上
演
。
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風立ちぬ
東アジア気象地図

第 2回

下川正晴
元毎日新聞論説委員
元ソウル・バンコク支局長

1949 年鹿児島県生まれ。元大分県立芸
術文化短大教授。
著書／『忘却の引揚げ史』『日本統治下
の朝鮮シネマ群像』『引揚げと占領の肖
像 BEPPU』『ポンジュノ』『 私のコリア
報道』など。

〜
日
本
の
影
は
薄
く
、

朝
鮮
の
英
雄
も
い
な
か
っ
た

「
江
華
島
事
件
」

　博物館で最も派手な展示は、米国艦隊による江華島攻撃だ。草芝
鎮砲台から北へ約６キロにある広城鎮砲台で起きた米朝間戦闘の模
様を、ミニチュアで再現している。米商船ジェネラル・シャーマン
号を焼き討ちにし、乗組員全員を殺害した事件　　　　への報復と
して、米国は５隻からなるアジア艦隊を出動し、江華島を攻撃した。
この時の戦闘で朝鮮側は 240 人の戦死者を出したが、米国側も 15
人が戦死した。大院君時代に特徴的な「朝鮮軍の善戦」の一つであ
る。江華島歴史博物館の歴史認識は今、この抗米戦争を重視するの
だ。
　フランス人神父殺害の責任を追及したフランス軍の江華島攻撃も、
同様な戦闘状況の再現展示がある。そして仏米両国との戦闘で「英
雄的な戦い」を指導した朝鮮軍の将軍２人の肖像画が、その事績と
ともに顕彰されている。
　日本による「江華島事件」展示は、江華島条約の締結シーンのみ
である。草芝鎮砲台や永宗島の戦闘では、朝鮮側の被害（朝鮮側死
者 35、日本側死者１）ばかりが目立つせいでもあろう。「朝鮮の英
雄」もこの戦いでは存在しなかった。現代韓国に横溢する反日民族
主義からすれば、それは不都合な史実ですらある。
　日本と韓国の視点からだけで見た「日韓関係史」では、双方の視
線も食い違うし、実際に起きた「歴史の全貌」を捉えられないとい
うことだ。
　「草芝鎮の戦闘で朝鮮軍が弱かったのは、
のは、朝鮮日報の朴鍾仁記者 
取り戻した高宗が自己保身のために、江華島の防衛軍を首都の漢城
周辺に移動させたからです」と手厳しい。
　朴記者には『売国奴高宗』（2020）といタイトルの著作がある。
現代韓国における高宗糾弾派の急先鋒である。高宗再評価論が台頭
したわずか２０年前の韓国では考えられなかった主張が現在、主要
紙上で展開されているのだ。
　　　　　　　　　　　　　◇　◇
　久しぶりに江華島を訪問した僕は、「 仏米日による３つの江華島
事件」という史実を再認識することで、朝鮮開国史に対する思い込
みを大きく修正させられた。
　要約して言えば、「朝鮮開国」
史は、朝鮮王朝の弱体化と米欧列強の監視と牽制と、認容の中で進
行した。そういう歴史認識が、実際に起きた史実に近いと思われる。
構想作『台湾と韓国の歴史認識／元ソウル特派員が考える』（仮題）
で詳述するつもりである。

（1866）

当然ですよ」と断罪する

から「韓国併合」にいたる日韓関係

（歴史担当） 「大院君から実権をである。

　５月初め、韓国北西岸の江華島を三十数年ぶりに再訪した。ソウ
ルからバスで約２時間ほどかかる。朝鮮史の数々の歴史舞台になっ
た島だが、日本人には日朝間の武力衝突事件「江華島事件」
が有名だ。2年後には、その
紹介した「台湾出兵」（1874）と並んで、東アジア近代史を彩る重
要な事件である。
　「日韓近代史」の記述は、江華島事件から始まるのが定番だ。
　朝鮮西岸海域を測量中の日本軍艦「雲揚号」が、漢江河口に位置
する江華島の草芝鎮砲台と交戦し、隣接の永宗島を占拠した事件だ。
これを契機にして翌年、朝鮮王朝が開国に合意した日朝修好条規
（江華島条約）が締結された。
　事件を詳述した岩波新書『韓国併合』（1995）は、日朝間の江華
島戦闘について「いまでも草芝鎮の城塞には、えぐられた石垣や幹
を折られた老松に弾痕が残されているが、これはこのときの激戦の
跡を伝えるものであろうか」と、思わせぶりに書いている。日本軍
の砲弾による損傷かと言わんばかりの表現だ。
　だが、今回の取材旅行で会った現地案内係の女性 Aさんは、「 そ
れはよくわかりません 」と首をかしげた。「 草芝鎮砲台は、雲揚号
事件以前の 1871 年にも、アメリカ艦隊に砲撃されています。だか
らその砲弾の跡かも知れないのです 」 。合理的な解説に、僕は驚い
た。
　「韓国で草芝鎮砲台が注目され始めたのは、日本軍の砲撃から 70
年も経過した解放後のことです。だから、弾痕が米国によるものか、
日本軍によるものか、よく分からないのです」と明快である。
　さらに仰天したのは、彼女が地元の韓国人男性と結婚した新潟県
出身の日本人であったことだ。2人の息子を育て上げたという。
こは日本からの観光客も少なくない 」 。だから史実に沿った歴史案
内が必要とされるのだ。『 韓国併合 』の著者である海野福寿氏（元
明治大学教授・故人）は僕の知人だが、この本には筆が滑り過ぎた
表現が少なくない。改めて読み直してみると、日韓をクローズアッ
プした二国間史観である。そういう意味では、Aさんの歴史認識の
ほうが優れているのではないか。
　江華島の北部にある「江華島歴史博物館」の展示も、意外なもの
だった。
　島の中心部からバスで約 20分。新築の中規模博物館である。こ
こでは日本と朝鮮の衝突事件以前に、
71）による、より大規模な「もう２つの江華島事件」
の重要性に気付かされる。

「こ

（1875）
150 周年を迎える。前回のコラムで紹

フランス　　　   と米国（18（1866）
があったこと

韓国江華島の草芝鎮砲台前で解説する日本人女性 Aさん

砲弾により損傷した
ままの砲台城壁



古
代
の
ロ
マ
ン

菟道稚郎子の死の謎3
うじのわきいらっこ

　桓武天皇は、母方（高野新笠）の出自を、武寧王の子

・淳陀 太子の子孫としていますが、武寧王は、百済王・

腆支の子孫なので、桓武天皇は、腆支の子孫ということ

です。このようなことから、日本書紀が百済寄りに編修

され、腆支が仁徳天皇と履中天皇という二人の天皇とし

て表されていると思われることにも納得できます。

　そして、藤原不比等が編纂した「日本紀」は、不比等

が新羅王・武烈（金春秋）の子と推察されることから、

新羅寄りだったことは容易に想像できますが、残念なこ

とに、不比等の「日本紀」は、桓武天皇によって百済寄

りに改修されてしまったのです。

◆ウジノワキイラッコを祀っている神社から、死の真相

を探る

　ウジノワキイラッコを祀っている神社は、現在のとこ

ろ、次の三社を確認しています。

①京都府宇治市の「宇治上神社」「宇治神社」

②神奈川県平塚市の「前鳥神社」

③栃木県下都賀郡野木町の「野木神社」

　それぞれの神社の由緒は、次のとおりです。

①宇治上神社・宇治神社＝ウジノワキイラッコの離宮が

あった所。

②前鳥神社＝ウジノワキイラッコが一族を率いて相模の

地に移り住み、後に祭神として祀ったことに始まる。祭

神は、菟道稚郎子・大山咋命・日本武尊。

③野木神社＝仁徳天皇の時に、

豊城入彦の 6世孫。下毛野国国造・田道命の子？）が下

野国造として赴任した際、ウジノワキイラッコの遺骸を

奉って、当地に祀ったことに始まる。その後、坂上田村

麻呂が蝦夷征伐からの帰途、現在地に社殿を造って遷座

（ 神体の御霊を移すこと ）したという。祭神は、菟道稚

郎子・誉田別命・気長足姫命・宗像三女神。

　なお、この神社の近くに「だいてばこ広場公園」があ

りますが、「だいてばこ」

す。この場所に宮殿があったとされています。

　これらの神社の由緒から、次のように推測されます。

①ウジノワキイラッコは、宇治にある離宮に住んでいた。

②ウジノワキイラッコは、自死ではなく、殺害された。

③オオサザキのミコトが、ウジノワキイラッコの政権を

奪った。

④ウジノワキイラッコは、東国の現在の平塚市あたりに

逃げた。

⑤仁徳天皇になったオオサザキのミコトは、ウジノワキ

イラッコが東国の相模の地に隠れ住んでいることを知っ

た。

⑥仁徳天皇は、奈良別を下野国造に任じると、ウジノワ

キイラッコの殺害を命じた。

⑦ウジノワキイラッコを殺害した奈良別は、その遺骸、

あるいは遺灰を納めた大きな手箱を、赴任地の下野国

まで運んで来た。

⑧大きな手箱を、国造の館の傍に埋葬して祀った。

⑨桓武天皇の時、坂上田村麻呂が蝦夷征伐からの帰途、

今の野木神社の場所に社殿を造り、ウジノワキイラッコ

の御霊を移した。

　このように、前鳥神社と野木神社の由緒には、ウジノ

ワキイラッコの死の真相についての重要なヒントが隠さ

れています。ウジノワキイラッコが、一族を率いて相模

の地に移り住んだという伝承が真実であったら、自死し

ておらず、オオサザキのミコトから逃れて、隠れ住んだ

ということになります。

◆ウジノワキイラッコの墓は、どこ？

　ウジノワキイラッコが 390 年頃に天皇に即位し、420

年頃に、オオサザキのミコトによるクーデターで政権を

追われた可能性が非常に高く、その後、相模の国で奈良

別によって殺害されたと推察されます。では、ウジノワ

キイラッコが天皇だったとしたら、その天皇陵はどこに

あるのでしょうか。

　栃木県の野木神社の由緒から、ウジノワキイラッコの

遺骸か遺灰が野木神社に埋葬されている可能性がありま

すが、天皇陵がどこかに築かれているはずです。そして、

仁徳天皇によって手厚く御霊を供養された上で、立派な

陵墓が築かれていたはずです。

　父の誉田天皇の陵は、現在、大阪府羽曳野市にある誉

田御廟山古墳に比定されています。その誉田御廟山古墳

の真西の方向の、堺市北区金岡町にある大泉緑地が非常

に気になっています。総面積 970,000 ㎡にも及ぶ広大な

緑地ですが、このあたりは、昔、南清水と呼ばれ、溜め

池や田畑が広がっていたとのことです。　　　　つづく

文／橋田惠子

奈良別（崇神天皇の皇子・

は、漢字で書けば「大手箱」で
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朝鮮国民女優・文藝峰の誕生

余白手帖

＜著者略歴＞
 李瑛恩（イ・ヨンウン）
1984年、韓国・ソウル生まれ
日本大学芸術学部映画学科演技コース卒業
日本大学大学院芸術学科研究科修士課程修了、同博士課程修了
専攻は日本統治下朝鮮映画・演劇・女優論
論文に「日本統治下朝鮮における女優形成の史的研究－女優・
文藝峰を中心として」（日本大学博士論文）
2006年に韓国でイ・アイの芸名で芸能界デビュー。出演した
映画に『大韓民国１％』『ダイナマイト・ファミリー』（日本公
開タイトル）。
ドラマに『私も行く』『大王四神記』『ドラマスペシャル－梳き
櫛』『自由人李会営』『大王の夢』『一途なタンポポ』など。
演劇に『私の心の中に全盛期』
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日本植民地下の女優形成史

発行：青弓社 
定価 4,000 円 +税

「おわりに」にかえて より抜粋
.... 二十一世紀に入ってからは、日本植民地時代を多様な分野で
新しく解釈しようとする脱植民地の立場の理論が登場する。植
民地支配を経験していない第二世代と第三世代が社会に登場し
たことも影響している。彼らはそれまでと違う新しい方法で韓
国の近代を解釈する。彼らにとって近代は、世界体勢というグ
ローバルな視点に立つうえで重要な軸であり、
重要な現象の一部として受け入れている。西欧と植民地とは、
同時に発現した近代性の多様な「屈折」を表現するだけで、西
欧＝普遍、植民地＝特殊という図式は成立しておらず、最初か
らすべての近代とは必然的に「植民地近代」であると宣言した。
彼らは、ポストモダニズムの方法論として日帝強占期を再解釈
していて、究極的にはその時期を「民族」ではなく、「個人」
「社会」を中心に読み返すべきだと訴えるのである。
　このような経緯で、韓国での日本植民地時代の痕跡は、収奪
だけだったとする歴史の記憶から徐々に変容していった。それ
に伴い、一九四五年の解放以後に構築された韓国映画史から、
日本による植民地時代を峻別しようとする意識も薄まっていく。
それは、朝鮮人の手になる映画制作の歴史だけを韓国映画の通
史として認めようとするものではなく、朝鮮映画全てを韓国映
画史として捉えようとする思考である .....

「近代」を固有で

と
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